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雑

纂

日
本
海
沿
岸
石
器
時
代
遺
跡
の

地
理
學
的
考
察
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
小
　
牧

　
外
祖
村
角
間
崎
霊
跡
は
、
男
鹿
街
道
に
浩
ふ
北
微
東
南

微
西
の
一
線
を
以
て
入
郎
潟
西
岸
の
沖
積
地
ご
劃
せ
ら
れ

此
れ
よ
血
段
高
き
洪
積
解
離
地
を
切
り
角
閥
崎
よ
う
西

　
シ
ビ

北
鮪
川
に
通
す
る
北
浦
街
道
が
牛
込
の
聚
落
を
過
ぎ
高
度

約
三
十
米
許
登
っ
た
憂
地
上
に
位
し
、
南
方
は
精
々
急
な

る
斜
面
を
以
て
、
該
毫
地
を
西
北
西
の
方
向
に
喰
込
ん
で

居
る
水
田
衝
に
臨
ん
で
居
る
。
其
の
地
質
は
、
下
部
は
稽

々
堅
緻
な
る
青
藤
色
粘
土
、
上
部
は
多
少
腐
植
土
を
混
ず

る
黒
褐
色
の
均
粒
砂
で
あ
る
。
道
路
は
南
西
水
田
面
に
斜

下
す
る
洪
積
履
藁
地
斜
面
を
縫
っ
て
北
西
に
進
む
の
で
あ

實
　
繁

る
が
、
遺
物
は
此
の
滋
路
の
北
側
よ
り
登
見
せ
ら
れ
る
G

第
九
圖
は
南
方
よ
り
該
戦
跡
を
望
め
る
所
で
あ
る
。

　
余
は
該
地
蒔
に
於
い
て
佐
藤
小
太
郎
、
大
淵
金
城
爾
氏
，

．
等
の
援
助
を
得
て
小
登
掘
を
企
て
案
外
多
数
の
湛
物
を
獲

た
。
先
づ
蓮
物
出
土
の
朕
態
を
概
蓮
せ
ん
に
、
遣
物
は
凡

て
前
蓮
黒
褐
色
砂
暦
ご
青
灰
色
紡
土
暦
こ
の
接
鯛
面
（
其
．

の
問
整
合
な
り
や
不
整
合
な
り
や
は
此
の
地
黙
の
み
に
於
・

い
て
は
不
明
な
る
も
恐
ら
く
不
整
合
か
）
即
ち
粘
土
暦
の

表
面
及
び
粘
士
暦
中
の
最
上
部
よ
り
出
土
し
，
砂
層
車
よ

り
は
殆
ん
ざ
狡
見
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
遺
物
の
個
々
、



に
就
い
て
は
後
に
記
す
。

　
本
章
一
跡
よ
り
南
ム
ハ
十
度
齋
小
に
當
り
、

牛
込
よ
り
鮪
川
に

第
十
一
巻
　
　
雑
纂

一「ｼ
♪
」

第九圖

通
す
る
北
浦
街
遽
北
東
側
に
開
証
せ
ら
れ
た
新
溢

　
　
　
ゴ

日
本
海
浩
岸
石
器
時
代
遣
跡
の
地
理
神
的
考
寮

土

1，3　ryyt．

／腐

＿ノ
土器

ゆ

路
第

道
・
＋

圖

　
　
　
　
（
大
正

四
年
二
月
二
十
八

日
登
行
の
五
萬
分

一
地
形
圖
に
は
禾

記
入
）
の
切
通
し

西
南
側
断
面
に
叉

遺
物
の
露
頭
を
見

る
事
が
出
來
る
。

其
の
地
鮎
は
前
述

の
遺
物
包
含
地
よ

り
皇
地
を
隔
て
て

南
東
の
裏
側
に
當

わ
、
其
の
直
線
的

距
離
は
僅
々
孚
町

位
で
あ
る
か
ら
、

爾
遺
物
包
含
地
は

實
際
は
連
績
し
た
も
の
か
ご
思
は
れ
る
。
地
質
は
褐
色
の

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
玉
三
　
（
二
三
五
）



第
十
一
巻
　
　
　
蝋
撒
　
算
珊
　
　
研
本
海
漕
…
僅
μ
石
器
薩
「
代
脇
櫓
跡
の
応
唱
理
學
的
鼎
す
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
血
四
　
（
二
三
六
）

均
粒
砂
層
よ
り
成
り
、
其
の
上
部
は
薄
き
腐
植
土
居
に
被

懸
れ
、
其
の
上
に
維
草
又
は
松
の
木
等
が
茂
っ
て
居
る
。

而
し
て
該
砂
層
は
此
の
地
黙
に
於
い
て
南
東
方
に
斜
下
す

る
傾
斜
地
を
な
し
、
其
の
一
端
凹
部
に
は
厚
さ
丁
三
米
の

腐
植
土
が
乗
り
、
（
明
か
に
不
整
合
に
）
而
し
て
新
滋
も
又

該
斜
面
に
沿
ひ
南
東
に
下
っ
て
居
る
。
本
遣
物
包
含
地
の

麟
面
は
滋
路
の
切
虚
し
面
が
明
瞭
に
示
し
て
居
る
の
で
第

十
圖
に
示
す
事
こ
し
た
。

　
遷
延
黙
（
便
宜
上
第
二
號
地
ビ
呼
ぶ
）
の
遺
物
は
上
記
地

黙
へ
第
一
號
地
ご
呼
ぶ
）
の
も
の
こ
全
然
同
形
式
の
も
の
で

あ
る
が
、
其
の
出
　
土
十
六
よ
り
云
へ
ば
、
凡
て
均
粒
砂
蟹

ε
其
の
上
部
に
の
る
腐
植
土
暦
ご
の
不
整
合
面
よ
り
登
見

せ
ら
れ
、
蜆
貝
層
は
該
不
整
合
面
に
洛
ひ
南
西
に
延
び
て

居
る
。

　
叢
に
雨
地
黙
登
見
遺
物
の
叙
述
を
試
み
る
に
先
だ
ち
一

癒
爾
…
地
黙
の
靴
型
的
湘
…
開
を
考
へ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

若
し
爾
遺
物
包
含
居
が
著
し
く
時
代
を
異
に
す
る
も
の
な

　
ら
ば
叢
に
幾
多
の
問
題
を
惹
起
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
第
一
號
地
の
粘
土
嫁
ご
第
二
號
地
の
均
一
砂
層
ご
は
所
，

　
謂
洪
積
居
に
厨
す
る
も
の
で
あ
ら
う
Q
爾
厨
の
中
何
れ
が

　
上
部
，
何
れ
が
下
部
で
あ
る
か
は
、
爾
者
の
直
接
相
接
す

　
る
断
面
を
見
る
事
が
出
差
す
又
爾
層
の
走
向
傾
斜
を
測
定

　
し
得
る
個
所
が
此
の
附
近
に
登
見
せ
ら
れ
な
い
の
で
、
之

　
れ
を
明
瞭
に
す
る
事
が
出
來
な
い
が
、
兎
に
角
、
石
器
時

　
代
に
於
い
て
は
、
第
一
號
地
に
於
い
て
は
粘
土
層
、
第
二

　
號
地
に
於
い
て
は
砂
暦
が
地
表
に
現
は
れ
て
居
た
の
で
あ

、
　
つ
て
、
第
二
號
地
に
は
良
然
的
又
は
人
工
的
に
（
即
ち
石

　
器
時
代
住
民
に
よ
っ
て
）
一
の
凹
地
が
作
ら
れ
て
居
た
も

　
の
ご
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
面
が
石
器
時
代
に
於
け
る
地
表

　
面
で
あ
っ
て
、
此
の
面
に
石
器
土
器
貝
殻
等
が
遺
棄
せ
ら

　
れ
た
の
で
あ
る
。
第
｝
號
地
に
於
い
て
遣
物
が
粘
土
騰
上

　
及
び
同
表
霧
中
に
螢
見
せ
ら
れ
、
第
二
號
地
に
於
い
て
砂

　
層
上
に
登
見
せ
ら
れ
る
の
は
此
れ
が
爲
め
で
あ
る
G
回
し

　
て
第
一
蛮
地
粘
土
層
上
の
腐
植
土
質
砂
履
及
び
第
二
號
地



認，

」
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第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
日
本
海
浩
岸
石
器
時
代
遺
跡
の
地
理
端
的
考
察

砂
層
上
の
腐
植
土
質
砂
屠
（
腐
植
土
の
含
有
量
が
第
一
號

地
腐
植
土
質
砂
層
中
に
於
け
る
よ
り
大
な
る
は
一
に
は
此

の
地
階
が
凹
地
で
あ
っ
て
腐
植
土
質
の
流
失
が
少
か
っ
た

爲
ご
解
せ
ら
れ
る
）
は
石
器
時
代
以
後
、
影
回
の
遺
物
が

遺
棄
せ
ら
れ
た
上
に
堆
積
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
第
二

旧
地
に
於
い
て
は
皇
地
表
面
の
腐
植
土
が
該
回
地
に
流
れ

込
ん
だ
量
も
相
當
多
か
つ
だ
で
あ
ら
う
）
。
遺
物
が
此
等
の

霧
中
に
登
見
せ
ら
れ
な
い
の
は
其
の
爲
で
あ
る
。

　
暦
序
的
相
關
は
大
膿
右
の
如
七
こ
し
て
、
爾
地
鮎
出
土

の
遣
物
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
に
、
佐
藤
小

太
郎
大
淵
金
城
爾
氏
其
の
他
の
援
助
に
よ
っ
て
爾
…
地
黙
よ

り
磯
掘
の
遺
物
は
土
器
、
石
器
、
貝
殻
が
主
な
る
も
の
で

あ
っ
π
。
土
器
は
厚
手
島
式
、
羅
紋
を
有
す
る
壺
の
ロ
縁
、

腹
部
、
底
部
等
で
、
其
の
一
部
分
は
第
十
一
圖
に
示
す

如
く
で
あ
る
。
石
器
は
斜
長
石
石
英
粗
面
岩
（
雷
σ
q
δ
，
零

短
馨
。
）
、
硅
質
頁
岩
、
三
次
岩
質
頁
岩
の
三
三
な
る
、
楕

圓
形
及
び
卵
形
礫
の
相
樹
す
る
爾
端
を
打
敏
き
作
っ
た
錘

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
五
　
（
二
三
七
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
纂

石
四
個
（
第
五
圖
三
⊥
ハ
参
照
）
、

破
琢
質
石
弓
粗
面
岩
打
製
石
槍
、
セ
ピ
ヤ
色
同
石
製
大
形

石
鎌
、
同
一
同
石
製
二
等
邊
長
三
角
形
石
鎌
．
同
色
同
石

製
柳
葉
式
石
鎌
、
次
、
褐
、
セ
ビ
ァ
斑
色
同
石
製
石
七
、

黒
色
同
石
製
石
ヒ
、
セ
ピ
ア
色
同
石
製
石
七
、
セ
ビ
ァ
色

同
石
製
環
状
石
器
破
片
、
セ
ピ
ア
色
同
石
製
石
槍
若
し
く

は
石
ヒ
破
片
（
第
＋
園
圃
）
、
其
の
照
破
琢
質
石
英
粗
面
岩
原

石
、
黒
曜
石
原
石
、
黒
色
石
英
粗
面
岩
破
片
及
び
角
閃
輝

石
安
山
岩
の
扁
李
な
る
長
楕
圓
石
（
何
等
か
の
用
に
使
用

せ
る
事
明
か
ご
思
ふ
）
等
で
あ
っ
た
。
貝
殼
は
蜆
貝
の
一

種
の
み
で
、
此
は
今
も
多
く
入
郎
潟
に
産
し
、
佐
藤
氏
に

よ
れ
ば
】
升
高
く
て
十
銭
内
外
を
以
て
責
翻
せ
ら
れ
る
こ

の
事
で
あ
る
。

　
以
上
の
薄
物
中
に
は
、
遺
物
其
れ
膚
身
に
於
い
て
吾
人

の
一
三
を
牽
く
環
状
石
器
の
如
き
も
あ
る
が
、
個
々
の
遺

物
そ
の
も
の
に
就
い
て
は
今
は
以
上
の
叙
述
に
止
め
、
以

下
本
遺
跡
に
劃
す
る
地
理
學
的
考
察
を
試
む
る
に
、
遺
物

日
本
海
澹
岸
石
器
時
代
乱
撃
の
地
理
學
的
里
桜

青
次
回
、
褐
色
、
セ
ピ
ヤ
色
・

第
二
號

・
西

甑
覧
．

’

競
　
　
．
冷
　
・
．

SIN

｝
上
山
ハ
，
（
一
＝
二
入
）

垂
レ

第十二．
圖



論
難
を
通
魔
し
て
本
遺
跡
の
特
徴
ビ
思
は
る
る
も
の
は
、

，
何
ご
云
っ
て
も
錘
石
及
び
蜆
貝
出
土
の
事
實
で
あ
る
。
即

ち
諸
鐙
も
蜆
貝
も
第
一
號
第
二
號
爾
地
誌
に
共
通
に
存
し

以
て
本
書
跡
の
特
徴
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
實
も

又
、
金
塚
村
貝
塚
に
於
け
る
ご
同
様
．
地
理
的
に
見
て
甚

だ
興
味
あ
る
事
實
で
あ
る
Q
帥
ち
金
塚
村
貝
塚
の
場
合
の

説
明
に
よ
り
明
か
な
る
如
く
、
石
器
時
代
縄
紋
土
器
使
用

の
時
代
に
於
い
て
、
入
郎
潟
が
既
に
外
海
で
な
く
宇
戯
、
上

滑
の
水
面
で
あ
っ
た
事
を
示
す
。
熱
雷
す
れ
ば
入
管
潟
を

中
心
こ
す
る
所
謂
ト
ン
ボ
ロ
式
地
形
が
既
に
大
膿
此
の
時

代
に
於
い
て
形
成
せ
ら
れ
て
居
た
事
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
武
藤
唄
郎
氏
は
、
本
単
信
に
於
い
て
大
部
分
は
蜆
の
問

に
、
少
量
の
ア
テ
ソ
、
蛤
、
カ
キ
の
混
入
を
見
だ
、
ご
云

っ
て
居
ら
れ
る
が
、
貝
類
學
者
の
澱
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、

此
等
の
貝
類
は
蜆
ご
同
じ
く
牢
淡
孚
鍼
の
潟
中
に
棲
息
し

得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
等
貝
類
の
混
入
は
決
し
て
、
八

郎
潟
が
當
時
既
に
宇
戯
牢
淡
の
水
面
で
あ
っ
た
こ
の
事
忌

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
纂

日
本
海
漕
偉
石
器
噂
代
慧
跡
の
地
帯
畢
的
考
察

ご
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
（
武
藤
氏
は
八
郎
潟
は
石
器

時
代
に
於
い
て
既
に
湖
沼
に
墾
じ
て
居
っ
た
と
推
定
し
得

ご
考
へ
ら
れ
た
が
、
其
の
考
へ
は
少
し
進
み
過
ぎ
て
居
る

襟
で
あ
る
。
又
少
量
の
ア
ヴ
ソ
、
蛤
、
カ
キ
を
璽
水
産
ご

考
へ
．
此
等
は
一
里
乃
至
一
里
宇
の
距
離
に
あ
る
脇
本
、

五
里
合
村
等
の
海
濱
よ
り
獲
た
も
の
ビ
考
へ
ら
れ
た
が
、

そ
の
考
へ
も
少
し
不
自
然
で
あ
る
。
實
際
石
器
時
代
の
住

民
は
一
里
乃
至
M
評
議
位
の
距
離
は
大
し
て
遽
し
ご
せ
す

此
等
の
貝
を
脇
本
五
里
合
村
等
の
海
濱
よ
り
獲
た
か
も
知

れ
す
、
又
交
通
に
よ
り
物
々
交
換
其
の
他
洞
等
か
の
手
段

を
以
て
海
濱
住
民
よ
り
獲
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
蜆
貝
を

獲
た
芝
理
り
隔
た
ら
な
い
潟
中
で
得
た
ご
考
へ
る
方
が
更

に
自
然
で
あ
る
。
斯
く
考
へ
て
も
八
郎
潟
が
男
時
既
に
宇

淡
宇
糠
の
水
面
で
あ
っ
だ
ご
の
考
へ
ご
矛
盾
す
る
事
は
な

い
）

　
兎
も
角
本
遽
跡
よ
り
現
に
蜆
貝
を
出
土
す
る
事
實
は
石

器
時
代
本
遺
跡
附
近
に
既
に
雫
淡
嬉
戯
の
潟
或
は
入
江
の

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
五
七
　
（
ご
三
九
）



第
十
嚇
巷
　
　
維
　
纂
　
　
日
本
海
浩
津
石
器
時
代
遺
跡
の
地
理
學
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
二
號
　
　
　
五
八
　
（
二
四
〇
）

存
し
た
事
實
を
示
し
、
面
し
て
か
か
る
水
面
は
、
該
地
方

の
地
史
殊
に
石
器
時
代
の
地
史
を
考
へ
て
、
入
郎
潟
の
前

身
以
外
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
入
郎
潟
は
、

石
器
時
代
に
於
い
て
既
に
外
海
で
は
な
く
孚
淡
掌
戯
の
水

｝
画
ご
な
っ
て
居
た
事
が
明
か
ご
な
る
。
」
然
ち
ば
當
時
既
に

天
王
村
船
越
町
の
砂
丘
及
び
潟
西
村
よ
り
山
本
郡
濱
ロ
村

に
列
る
一
帯
の
砂
丘
地
に
競
り
、
此
れ
が
基
盤
前
身
を
な

す
砂
堤
若
し
く
は
砂
洲
が
生
成
し
て
居
り
、
（
其
の
上
に
砂

丘
が
生
成
し
て
居
た
か
否
か
は
重
て
後
日
考
究
す
る
事
こ

す
る
）
所
謂
複
ト
ン
ボ
質
式
地
形
を
形
成
し
て
本
土
ご
男

鹿
島
こ
の
間
に
入
郎
潟
前
身
た
る
雫
藍
建
戯
の
水
面
を
擁

し
て
居
た
事
を
知
b
得
る
の
で
あ
る
。
本
遺
跡
獲
見
の
錘

石
及
び
貝
穀
は
此
の
水
面
ε
密
不
接
離
の
亭
亭
に
あ
る
も

の
で
あ
る
。

　
以
上
説
述
す
る
所
に
よ
っ
て
、
垂
心
潟
西
北
及
び
西
南

一
帯
の
砂
丘
地
の
生
成
が
案
外
古
く
、
既
に
石
器
時
代
縄

．
絞
土
器
使
用
の
時
代
に
於
い
て
大
騰
今
日
見
る
如
き
地
形

　
が
形
成
せ
ら
れ
て
居
た
で
あ
ら
う
、
少
く
ε
も
砂
丘
の
基

　
盤
を
な
す
砂
洲
は
形
成
せ
ら
れ
て
居
た
、
ご
云
ふ
事
が
明

　
か
ご
な
っ
た
こ
思
ふ
が
、
此
の
事
實
は
越
後
金
塚
村
附
近

　
の
海
岸
に
於
け
る
事
實
ビ
共
に
、
他
の
砂
丘
地
方
の
研
究

　
に
當
）
、
其
の
生
成
年
代
考
察
上
｝
の
比
較
的
確
か
な
る

　
墾
考
材
料
を
供
す
る
略
の
で
あ
る
。
假
命
、
．
砂
丘
地
の
案

　
外
書
き
も
の
な
る
事
が
因
幡
濱
坂
、
丹
後
魚
蝋
、
撫
賀
内

層
　
灘
等
石
器
時
代
潰
…
跡
に
於
い
て
既
に
周
知
の
事
實
で
あ
っ

　
π
に
し
て
も
、
本
遺
跡
の
示
す
事
實
は
、
上
競
落
地
方
に

　
於
い
て
砂
丘
其
の
も
の
に
存
す
る
石
器
時
代
遺
物
が
砂
丘

　
生
成
の
年
代
を
知
ら
し
む
る
ご
は
趣
を
異
に
し
て
、
別
方

　
面
よ
り
、
同
じ
く
砂
丘
生
成
の
年
代
考
察
に
｝
の
暗
示
を

　
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
羅
紋
土
器
使
用
時
代
は
彌
生
式
土
器
使
用
時
代
よ
り
比

　
較
姫
里
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
遺
跡
の
場
合
に
就
い
て
も

　
越
後
金
塚
村
遺
跡
の
場
合
に
於
け
る
ご
同
楼
、
策
四
紀
新

　
層
に
冒
す
る
砂
洲
地
の
生
成
は
案
外
に
古
く
縄
紋
土
器
使



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

用
時
代
以
前
に
為
る
事
ご
な
る
日
本
海
沿
岸
砂
丘
爵
身
の

上
に
彌
…
生
式
土
器
及
び
少
数
の
縄
絞
土
器
を
俘
ふ
石
器
類

を
獲
見
す
る
事
は
既
に
嗣
知
の
事
實
で
あ
り
之
れ
に
因

っ
て
目
本
海
洛
岸
砂
丘
の
生
成
が
案
外
古
き
時
代
に
属
す

る
事
を
考
へ
得
る
の
で
あ
る
が
其
の
考
へ
を
更
に
裏
書
し

　
ヘ
　
　
へ

て
砂
洲
が
純
粋
の
縄
紋
土
器
使
用
時
代
以
前
の
生
成
に
係
．

る
事
を
本
遺
跡
の
研
究
が
明
か
に
す
る
、
ε
云
ふ
事
が
出

謬
る
。

　
但
一
面
に
於
い
て
朋
後
に
偏
在
す
る
本
遣
跡
出
土
の
縄

紋
土
器
及
び
石
器
類
は
、
（
越
後
金
塚
の
其
れ
に
就
い
て
も

岡
襟
で
あ
る
か
も
知
れ
澱
）
因
幡
遭
難
、
丹
後
函
石
、
加

賀
内
灘
砂
丘
登
見
の
彌
生
式
土
器
及
び
之
れ
に
俘
ふ
石
器

類
に
比
し
、
其
の
實
年
代
に
於
い
て
略
同
時
代
の
も
の
若

し
く
は
却
っ
て
新
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
即

ち
地
方
的
丈
化
の
差
異
若
し
く
は
民
族
的
文
化
の
差
異
に

よ
っ
て
、
上
皇
諸
地
方
に
於
い
て
彌
生
式
土
器
及
び
石
器

類
が
盛
行
し
た
時
若
し
く
は
其
の
使
用
が
既
に
頽
れ
た
以

　
　
　
策
十
…
巻
　
　
維
　
纂

日
本
海
港
揚
石
器
時
代
潰
　
跡
の
地
理
學
的
考
察 後

、
本
遺
跡
に
於
い
て
（
越
後
金
塚
に
於
い
て
も
或
は
）
繍
｝
，

紋
土
器
及
び
石
器
類
が
使
用
せ
ら
れ
て
居
た
か
も
知
れ
澱

か
ら
、
右
の
説
は
憂
事
的
確
男
性
を
有
す
る
澤
で
は
な
く
、

ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

因
幡
睦
言
、
丹
後
函
石
、
加
賀
内
灘
砂
丘
上
に
至
心
の
縄
．

紋
土
器
遺
跡
霜
野
に
な
く
（
有
れ
ば
砂
丘
の
生
成
年
代
は

更
に
翻
り
得
る
事
ε
な
る
）
、
而
し
て
其
の
附
近
に
於
い
て

砂
丘
地
よ
り
古
き
土
地
の
彌
生
式
幣
物
包
含
暦
よ
り
下
暦

に
、
該
砂
丘
の
背
後
に
生
せ
る
潟
若
し
く
は
内
濁
等
雫
戯

事
淡
の
水
面
ご
醐
係
あ
る
（
即
ち
蜆
貝
殼
等
を
出
す
如
き
）

純
総
紋
土
器
遺
跡
（
例
へ
ば
越
後
金
塚
、
朋
後
角
間
崎
潰
…
跡

の
如
き
）
の
獲
見
せ
ら
る
る
反
面
、
金
塚
叉
は
角
聞
崎
遣

跡
に
於
い
て
既
に
獲
見
の
縄
紋
土
器
包
含
暦
よ
う
更
に
上

部
の
層
眼
中
に
彌
生
式
逡
物
を
櫻
見
し
而
し
て
砂
丘
上
に

縄
紋
土
器
遽
跡
の
存
せ
ざ
る
場
合
に
於
い
て
初
め
て
確
實
，

に
主
張
し
得
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
此
の
説
は
絶
塵
の
確
・

無
性
を
有
す
ご
は
云
ひ
得
な
い
こ
す
る
も
、
從
摩
因
幡
溝
…

坂
、
丹
後
函
石
、
加
賀
内
灘
等
の
石
器
時
代
蓮
跡
の
存
在
．

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
九
　
（
二
四
一
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
維
　
纂
　
　
酉
洋
に
於
け
る
東
洋
の
影
響

に
よ
っ
て
案
外
古
き
時
代
の
生
成
に
か
か
る
を
知
り
得
た

砂
丘
の
生
成
年
代
に
評
し
、
本
遺
跡
の
示
す
事
實
は
、
越

後
金
塚
の
還
跡
の
そ
れ
ご
共
に
、
別
方
面
よ
り
同
じ
く
多

少
の
暗
示
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
ご
は
云
ひ
得
る
。

　
若
し
其
れ
本
遺
跡
の
地
理
的
考
察
に
よ
）
黒
々
明
か
ご

な
っ
た
石
器
時
代
に
於
け
る
僖
入
郎
潟
の
水
面
範
園
、
排

　
　
　
　
　
　
　
第
二
糖
…
　
　
　
六
〇
　
（
二
四
二
）

水
日
、
織
度
、
生
物
其
の
他
一
般
の
地
理
的
條
件
が
當
時

如
何
な
る
歌
謡
に
存
し
た
か
、
又
此
れ
ご
嘗
時
の
住
民
こ

の
相
互
關
係
は
如
何
な
り
し
か
等
の
問
題
に
就
い
て
は
更
．

に
稿
を
改
め
て
説
述
す
る
事
ご
な
し
、
今
は
此
の
程
度
の

叙
説
を
以
て
欄
筆
す
る
。
（
一
九
三
ハ
。
一
．
二
九
）

西
洋
に
於
け
ろ
東
洋
の
影
響
（
特
に
中
古
期
に
於
け
る
）
㈲

　
　
　
　
　
U
窪
国
島
器
・
・
母
ω
竃
。
機
σ
q
o
昌
旨
鼠
も
。
p
祭
〔
蕎
u
。
》
σ
窪
自
巨
誉

　
　
　
　
　
（
ノ
、
〇
一
，
嵩
Φ
ゴ
切
θ
嵩
O
ケ
づ
、
簡
隠
崔
、
O
⇔
甑
良
Φ
の
フ
貞
一
紳
酢
〇
一
”
一
什
①
『
Q
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
オ
ル
ク
。
ヤ
コ
ブ
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
士
・
宮
崎
市
定
抄
課

　
更
に
臼
を
黙
黙
藝
術
文
學
の
方
面
に
向
け
ん
か
、
此
に

も
亦
、
古
典
数
育
は
そ
の
光
輝
を
失
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。

　
バ
労
働
ニ
ァ
は
吾
入
の
経
濟
生
活
に
大
影
響
を
持
ち
、

登
時
の
金
の
銀
に
聾
す
る
比
贋
の
方
則
は
．
つ
い
最
近
の
、

銀
の
大
暴
落
に
至
る
ま
で
行
は
れ
馨
れ
り
。
こ
の
方
期
ご

は
、
金
ご
銀
ご
に
癒
す
る
星
乃
ち
月
ご
日
ご
の
蓮
行
時
間
二
、

七
ご
三
六
〇
こ
の
比
例
を
な
す
ご
い
ふ
に
あ
り
。
十
九
世

紀
に
な
り
て
も
、
こ
の
方
則
に
少
し
に
て
も
違
ふ
時
は
忽
「

ち
大
恐
慌
を
饗
す
な
り
き
。
最
近
乱
入
の
里
桜
生
活
を
糧


